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論 文 内 容 の 要 旨

近時, 口腔外科領域で悪性腫療摘出による上顎切除者の顎 補綴並 びに口蓋破裂形成手術後の Speech

rehabilitation 等に関心がたかまり, 言語治療の立場からその構音機構の解明が望まれている｡ 然るに未

だに上顎切除者の構音時の形態学的把捉はなされていないし, また口蓋破裂術後者の構音運動, ことに舌

に関しても, 舌単独としての異常運動について記載されているに過ぎず, 舌運動を他の構音器官と関連 し

て研究 した報告は未だ見ない｡ そこで著者は頭部高圧Ⅹ線規格写真により, 正常者, 口蓋切除者並びに口

蓋破裂術後者の母音発語時の構音運動, ことに舌運動を中心に近代推計学に立脚 して比較検討 し, また舌

運動と他の構音器官との関連性を追求 した｡ なお計測基準を従来の口蓋に求 めず, 特に F rankfort line

に求めた｡ すなわち舌運動の計測には F rankfort line と下顎前歯切端上での平行線を b 線とし, この

線上における下顎前歯切端から舌最高点までの距離を IO , 舌最高点とそれ よ りb線- 下 した垂線との交

点間距離を TO, b 線上での舌根部と咽頭後壁間距離を NP,舌背と上顎前歯歯質部最短距離を A T , 会厭

軟骨と咽頭後壁最短距離を E P ′および下顎骨下縁とb 線のなす角度を下顎開口度と定め計測 した｡

結論は次のごとくである｡

1 ) 正常者と口蓋切除者との舌運動差が統計学的に 1- 5 % の危険率で IO ,T O および A T の各運動

に認められた｡ 一方 NP および E P ′の各運動には有意差がなかった｡

2 ) 正常者および口蓋切除者の各母音発語時における舌運動差が 1% の危険率で IO ,TO,NP,A T お

よび E P ′の各運動に認められた｡

3 ) 口蓋破裂術後者の各母音発語による舌運動差は IO および E P ′の各運動に各々1% および5 % oj

危険率で認められ, 他方 T O および NP 運動には有意差がなかった｡

4 ) 口蓋破裂術後者の IO 運動には 1 % の危険率で個人差が認められた｡

5 ) 舌運動および他の構音器官との相関については, 正常者の TO と IO 間および T O と下顎開口度

問に各々1% の危険率で, また口蓋切除者では TO と NP 問に5 % の危険率で相関が存在 した｡
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6 ) 舌運動および他の構音器官との回帰については, 正常者の T O と IO 間および T O と下顎開口度

問に ( 1 % の危険率), また口蓋切除者では 5 % の危険率で T O と下顎開口度および PO と N P 間に各

々回帰が存在 した｡

7 ) 口蓋切除者の発語明瞭度は舌位置の高低および下顎閉口度によって影響される｡

8 ) 口蓋破裂術後者の発語明瞭度不良のものは舌が高度に下後方にひかれ, しかも下嶺開口度大きく,

舌運動の可動制限像を呈 した｡

論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨

口腫領域の悪性陸揚摘出または, 口蓋破裂形成術後の構音障害の矯正のためには, 構音機構の解明が必

要であるが, 従来舌単独の運動にのみその研究が進められていて, 舌運動と他の顎骨, 歯牙の運動の関連

性の追求はなかった｡

大矢は正常者と, 口蓋切除者, 口蓋破裂形成術後者についてアイウエオの母音を発音させて各音毎に一

定の条件でレン トゲンによる頭部撮影を行ない, そのフイルムについて, 前鼻麻, 下顎前切歯端, 舌脊最

高点, 舌根面と咽頭前壁間の最短距離を基準として, 各発音毎のレ線像上での計測値とその際の母音語明

瞭度との関係を推計学的に処理 し, つぎのことを明らかにした｡

すなわち舌運動と下顎開口度との問に関連が認められ, 口蓋切除者の発音明瞭度は舌位置の高低と下顎

開口度によって影響され, また口蓋破裂形成後の発音明瞭度の不良 の ものでは舌が高度に下後方にひか

れ, しかも顎開口度が大きく, 舌運動の可動制限の像が見 られた｡

本論文は学術上有益にして医学博士の学位論文として価値あるものと認定する｡
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